
 

6月 6日（土曜日）ヒノキの間伐と皮剥き・シイタケランドの整備 

【参加者；越智、川端、木谷、芝田、鈴木哲、鈴木明、土井、福森、中島、風呂矢、山西、丸子  計 12名】 

 ６月から土曜日も午後の活動を

することにした。 

今年も花菖蒲がきれいな花を咲

かせてくれた。水路の整備や草刈

り、獣害対策などの手入れをして

きてよかったと思える瞬間であ

る。今日もここまで足を延ばし花

菖蒲を見に来てくれた人がいた。 

今日は、ビートルズベッドとシイタケランドの補修、小川にかける橋などに

使う丸太を作るためにヒノキの間伐を行った。最も安全に気を付けなければい

けない作業である。間伐する者以外は安全な距離を取り、様子を見ることにし

ている。笛を鳴らしてさらに注意を呼び掛け慎重に伐倒していった。１本は木

の枝に引っ掛かり手間取ったがあとはスムーズに伐ることができた。事前に決

めておいたヒノキ５本を伐倒し、１本のヒノキから５mの丸太３本、計１５本

の丸太をとることができた。 

その後、平らな所に運びヒノキの皮を剝いていった。木が水を吸い上げてい

る時期に伐り、すぐに皮剥きを行うと綺麗にむくことができるので毎年この時

期に行っている。モリメイト手作りの竹ベラを皮の下に滑り込ませゆっくりと

剥がしていった。仄かなヒノキの香りとすべすべの白い樹肌に癒され、みんな

夢中になって剥いていた。枝も皮を剝いて、ハンガーや枝の曲がりを利用したドアの取っ

手などに使うことにした。この後、しばらく乾燥させてから使用することになる。 

午後から、シイタケランドに行き、古くなって腐ったホダ木を片付け、笹や

草を刈るなどの作業を行った。今の場所は地面の一部が陥没したため来月シイ

タケランドを移す予定である。 

モリメイトの里山づくり          
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花菖蒲が見ごろに 



6月 11（木曜日） シイタケランド予定地の確認 

花菖蒲の花柄摘みとモリメイトフィールドの整備 
【参加者：越智、木谷、芝田、杉、鈴木哲、風呂矢、山西                         計７名】  

初めに、新しくシイタ

ケランドになる場所の様

子を見に行った。コナラ

の大木が日陰を作ってく

れそうなので、7月に入

って、シイタケの原木を

立てかけるために杭を打

ち、横木をかけ、原木を運ぶ予定である。 

その後、モリメイトフィールドへ行き、株を充実させるため、花

が終わった花菖蒲の花柄摘みを行った。まだ蕾もあるので今週いっ

ぱいは楽しめそうである。 

 午後からはモリメイトフィールドの草刈りを行った。 

6月 18日（木曜日）オオムラサキが青紫色の翅を広げました 

【参加者； 池本、越智、梶川、木谷、杉、鈴木哲、鈴木明                        計７名】 

 朝、事務所の大鷹

さんから「オオムラ

サキが羽化しました

よ」と声をかけてい

ただき見に行った。羽を閉じたままエノキの葉にぶら下

がりじっとしていた。青紫色の綺麗な翅を見たいものだ

としばらく待っていたが変化なし。心を残しながらも活

動時間になったのでモリメイトフィールドに移動した。 

 花が終わった花菖蒲の花柄をすべて摘み取って綺麗に

した。それと並行して花菖蒲園周辺とクヌギの森の草刈

りを行った。 

 作業を終え、ビジターコテージに戻ってくると、オオ

ムラサキは葉の上で青紫色の大きな羽を広げていた。１

時間近く見ていたがとびたつ気配なし。滑空するように

飛ぶところは見ることができなかったが、オオムラサキ

をこんなにも長く目の前で見ることができた貴重な１日

であった。オオムラサキの生態を知り、モリメイトの里

山づくりの大切さを改めて実感した。 

モリメイト会議 

・モリメイトベストについて    敢国神社よりモリメイトベスト１０着提供される 

・熱中症対策について      事務所にある熱中症アラートメーターを活用して活動制限をする 

・事務所から            万が一事故が生じたときの緊急連絡先を事務所にとどけてほしい 

オオムラサキ（国蝶） 準絶滅危惧種 

日本のタテハチョウ科の中では最大の大きさ

で翅を広げるとオスが約１０㎝、メスは約１２

㎝あり、翅の表面の色は、オスは青紫色メス

は茶紫色をしている。普通のチョウのように

「ひらひら」とは飛ばず、羽ばたきが機敏で滑

空するような飛び方をし飛翔の速度は速い。 

 エノキで生まれ、幼虫時代にはエノキの葉

を食べ、チョウになるとクヌギの樹液を吸って

生き、またエノキに卵を産み、そしてエノキの

近くで死んでいく。オオムラサキにとってエノ

キとクヌギの雑木林は生命の源である。 

 


